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1緒言

我々の健康維持ここは色一々な条件を必要とするが，その地帯の慣行食の占める割合は，非常に

大きいと考えられる・筆者は岩手県を主食慣行1），2）別にわけて，その地域住民の発育状態や3）

年令別病気発生構造に重点をおいて，その相関の研究を行ってきたが，稗を主食とする地帯は

すべての点において貧困であり，それが経済的に食事にも影響し，魚肉乳卵類等の購入に支障

を来し.，良質蛋白質等の不足から，栄養のバランスを失い，発育期において特に栄養障害の多

い地帯である・

すなわち稗を常食としている地帯は乳児の死亡率も高く，学童の体格は標準よりも劣ったも

のが著しく多いことが認められた－従来稗食地帯4，は，強健な壮丁を出し，長命者が多いと言

われているにもかかわらず，こうした現象は理解しがたいところである.そこで稗は成人食に

は適するが，発育食としてほ研究の余地があるように考えられた・今我々が，稗の蛋白および

ビタミンB1について定量してみると，100g中蛋白は13.5g，Blは0.25呼で，白米の2倍以

上の蛋白およびBlを含有している・このように蛋白が多いにもかかわらず，児童の体位がおと

り，蛋白栄養障害としての毛髪中のシスチン含量5，，6）の低下等が多くみられたので，稗を常食

としている幼児の蛋白消化試験を行った.そして幼児の場合どの程度利用されているかを研究

したが，その結果稗の消化吸収は成人に比較して非常に低い値を示すことがわかった・このこ

とから従来の稗食は乳幼児食としては不適当な食物であることが判明した.

1）鷹觜テル：近代食生活への道盛岡・熊谷印刷出版部（1958）・
2）同上：慣行食と健康の相聞その1岩手大学学芸学部研究年報，16，21（1960）.
j）同上：同上その2同上17，33（1960）.
ヰ）小原哲二郎：稗叢書第6韓，農村厚生協会（1940）.

5) Takanohashi, T. : The Cystine Content in the Hair of Chidren as influenced by Vita-
min A and other Factors. Paediatria Japonica, 4, 7 (1961) •E

6) Takanohashi, T. : Cystine Content in Hair of Childen as influenced by VitaminAand
Animal Protein in ths Diet Nature, 192, 457 (1961) •E
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乳児死亡率ほその地域の民度の拾標であると言われているが，岩手の乳児死亡率は全国平均  

に比し，約10年のおくれをとっている．その原因の一つに以上のような発育障害の多い低蛋白  

地帯があるからである ．こうした地域をなんとかして改善しなければ，いつまでたっても全国  

平均に達することは不可能である．   

しかしこの地帯は地域的にも社会的にも隔絶されて，経済的な面でも知識の面でもその貧困  

さが大きく影響し合って，その改善ほなかなか困難である．岩手医大小児科の若生教授1），2）は  

こうした僻地の小児発育の問題点をあらゆる角度から扮挿し，医学的立場を中心として，生命  

尊重の保健行政にまで呼びかけ，すばらしい効果をあげている．   

しかしそれを根本的に打開するためにほ，国なり県なりが政治的強力な社会福祉政策を行わ  

なけれほならない段階にきているように思う．   

筆者はその専門的立場から低蛋白地帯の発育期慣行食を経済的・栄養的・慣行的視点にたっ  

て検討し，その改善食の方向を見出したので，その概要をここに報告する．   

なお農業技術の進歩に伴って，稗食から白米食に移行しつつあるが，主食構造の変化に副食  

が対応して考えられないため，栄養障害も違った形で新しく生じてきているので，これらも併  

せて追求したい．  

Ⅰ研 究 方 法   

1 対象地域の概要   

岩手の僻地というのは，下閉伊郡から二戸郡と九戸郡にかけての北上山脈の山村をさしてい  

る．この地帯の特徴は，近代的な交通磯開からおきざりにされている上に，気象的な条件の制  

約をうけているという点である．   

すなわち真冬の最低気温ほ零下ZOOcにおよび，初霜ほ10月初旬，終霜ほ5月中旬，初雪は11  

月初旬，雪どけは4月～5月という晩寒早冷の地である．さらに平均500†花～700mをこえる標  

高は，まず稲作の不適地となり，わずかに米を作っているが，稗や麦，大豆，じゃがいも，大  

根，キャベツ等がこの地域の主食構造の中心をなしている・   

しかしその収穫量は，それを売って，動物蛋白源食品を買うというところまでほいかず，生産  

食品と山野から採取する食品で毎日の食事が営まれている現状で，自ら低蛋白食となっている・   

ここに報告する調査研究は，地理的条件が悪く調査に時間を要し，改善食の方向を動物試験  

によったため，成果をみるまでに10年の月日を費した．そのため10年前と現在では，主食構造  

の面にいくらかの変質がでてきたことを，お断りしておきたい．  

2 調査および実験方法   

地域の食生活構造ほ年令別にわけて，食品摂取量を聴取りし，栄養摂取量を算出した 

環境を支配する因子として，婦人の生活時間や人間関係についても食事調査と併せて聴取調査  

を行った．   

住民の健康調査ほ，蛋白摂取量の過不足の判定ほ毛髪中シスチソ含量の定量3）により，岩手  

1）若生宏他：最近の′J、児発育の問題点・ 小児科診療，25ノ488（1662）・  

Z）若生宏・鷹拷テル他：農村における小児栄養について・小児科ノ4ノ155（1963）・  

3）小柳・鷹紫：Ⅴ・Aおよび動物性蛋白質に影響される毛髪中シスチソ含量・栄養と食糧・15，495   

（1963）・   
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医大小児科の御協力を仰ぎ，死因調査ほ市町村の死因届から集計した．なお保健所および県医  

薬課の資料を参照した．   

消化試験1）ほ稗を常食とする幼児を対象とし，24時間中の摂取食物と，尿尿を採取し，これ  

らの蛋白を分析して，消化率を算出した．   

慣行食品の栄養的な利用方法，稗食の補完食品の研究ほ，幼動物の発育試験により，その成  

長曲線や各内臓器官および甲状腺等の栄養分析により，その実験結果から推定して，改善食を  

提案した．  

皿 調査結果とその問題点   

1 発育栄養からみた慣行食の実態  

岩手県を慣行食別に大別  

すると，A稗麦を主食とし  

て動物蛋白質のとり方の少  

ない地帯，A′宗教上の思  

想から動物性食品を禁忌し  

ている地帯，B米を主食に  

して魚類のとり方も比較的  

多い地帯，C米に麦を混食  

し魚貝海草類を豊富にとっ  

ている漁村地帯，D米にパ  

ンを混食し乳卵魚肉類を多  

くとっている都市を主体と  

する購入食地帯の5つに分  

規することができる．   

次にその地帯の食物摂取  

の特徴を表によって示すと  

第1・Z表のとおりである．   

A地帯の特徴ほ稗が主食  

の中心をなしているという  

点である．稗にほカルシウ  

ムやリソの吸収を阻害する  

フィチソ2）という成分が多  

いため，骨の化骨が充分行  

われず，クル病等の原因に  

なっている．   

そこでこの稗の利用形態  

や稗に組み合わせる補完食  

第1表 地帯別食糧構成（1人1日摂取量）  
叫
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1）小柳・鷹紫他：ヒエ中ビタミンB】の吸収作用・ビタミソ・22′1ZO（1961）  

2）岩田久敬：食品化学・養賢堂ノ303（1955）・   
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品の肝究が必要である．   

またこの地帯の蛋白給源は大豆類が中心で，動物性食品の摂取は非常に少なく，その周期ほ  

遇1～2回程度となっている．魚代の年間支出ほ903円～3，000円となっており，盛岡の1ケ月  

3，000円に比較してあまりにもその差が大きいのである．従って必要量に達するにほ程遠く，  

動物蛋白食品を主なる給源とするメチオニンの摂取量も5地域中最低を示している（第Z表）．   

野菜類ほ淡色野菜のキャベツ，大根が中心であるが大豆と共に，これら十字科植物の中にほ，  

ヨードの利用を阻止する成分1）があるとも言われ，これらの食品を多く摂取する地域程ヨード  

が不足し，甲状腺腫等の病気がみられることほ注目すべき問題で，海草の多食が必要である．  

第Z表 地帯別栄養摂取量（1人1日）  

A   

稗麦食地帯  

B   

米 食 地帯  

A／   

肉食禁忌地帯  

D   

米（牛乳）食地帯  

C   

米麦食（魚）地帯  

38．5   

2．48  

630  

36・9％ 40．O  
Z3・1  

178Z  

51t7％  

33．3  

15．0  

357Z  

1．40  

1960年調査   

2 地域住民の健康状態   

次に永年の慣行食の影響と思われる地域住民の健康状態を，栄養摂取構造との相関において  

みると次のとおりである．   

AおよびA′地域は蛋白質のとり方が少なく，一生の中で一番要求する年令にもかかわらず，  

常に不足状態なので，0～5才までの乳幼児に栄養障害が多く，死亡率も非常に高くなってい  

ノ0．   

ところがこの稗や大豆，菜食を主体とした食事は，老年期の食事にほ適するとみえ，他の地  

域よりも長寿者が多いのである（第3・4表）．   

BおよびD地帯は米を主食とし，全般的に家計が豊かなので，魚肉や乳卵類の摂取量が多く，  

乳幼児の発育ほ良好であるが，長寿者ほ少ない現状である．   

C地帯は麦をZ～j割米に混食し，魚貝類や肝臓類を充分に摂取し，海草のとり方も多い地  

帯である・そのためか長寿者が非常に多く，乳児死亡率も少ないという理想的な健康状態であ  

る．   

以上の事から稗地帯は乳幼児死亡率ほ高いが，長寿者が多く，米食地帯ほ乳幼児死亡率は低  

1）東大農学部訳：マツカラムの栄養新説・朝倉書店．（1941）．   
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第3表 慣行食別・年令別死亡率（メロ10万当）  

育て東夷L卵撰   
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いが長寿者も少いということがわかった．C地帯は乳幼児死亡率も少く，長寿者も多いという  

理想的な健康状態ということができよう．   

そこでその地帯の慣行食が，どの年令層に適しているかによって，以上のような問題が生じ  

てくるとも言えるのである．いいかえれは稗食ほ乳幼児にほ適さないが，老人食としては適切  

であるということがいえよう．  

3 稗金地帯における発育期慣行食と健康の問題   

以上のことから発育期の栄養に一番不合理な慣行食の成立しているA地帯の食物構造に時期  

的にもう少し詳糸即こ焦点をあててみよう．   

a 慣行食の実態  

（1）胎児期における慣行食   

胎児期の栄養ほ母体から摂取されるので，姫娠期の栄養が悪ければ，胎児の発育が完全に行  

われない．調査によれば姫娠中特別  

な食物をとっている風習はあまりな  

く，生理的な要求をただ単に飯とみ  

第5表 生理的要求からみた女飯慣行食  

し 産額期慣行食  ・！  授乳期慣行食   

白  米  食  

味  噌  汁  

豆  腐  

人  参  

煮  干  

焼魚（かれい）  

飲 物（甘酒）  

姫娠期慣行食   

飯  

み そ 汁  

漬  物  

塩  魚  

五  分  粥  

白  米  

味  噌  汁  

や  き  ふ  

梅  干  

そ汁の増量によって，空腹を満して  

いる現状である．特に家族間におけ 献  

る人間関係がうまくいかず，家計の  

支配者に対する遠慮から，姫娠期に  

ある嫁の座でほ，なかなか自分の要  
立 

求を満すことが出来ない現状にある  

事も問題である．乳幼児死亡率ゼロ  

を目ざして努力している和賀町では 僻  

村政予算の中に姫婦に対する牛乳代  

年間36万を計上し・誰にも気兼なく 考  

娼婦牛乳1日1合飲用を実施している．  

姫娠中の食事は；禁止食品は多いが】床あげの式（1週  

家族の平常食と掛こ栄養食を摂取間目）までは以上  
のような魚の多い  

食事をするが，そ  

の後は家族の平常  

食と同じ飯と汁の  

量を増すだけ   

同じノ飯ノ汁のトさせる′慣行は少  

量が増す程度  ない  
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A地区の姫産婦の食事内容を第5表でみると，はとんど動物性蛋白質が摂取されてない現状  

である・そのことが原因してか，この地区の新生児の生下児の体重ほ，標準以上がわずかに7  

％で，他の9う％ほ標準以下であった事からも，いかに低蛋白食が幼児食として，不合理である  

かがわかる．   

前述した和賀町でほこの運動が行われてから，乳児の発育もよく，乳児死亡率が15％も減少  

を示している．貧富の差なく，どんな家庭の姫婦でも乳卵類等の良質蛋白質の摂取を切望した  

いものである．  

（2）乳幼児期における慣行食   

乳児前半期は母乳が唯一の栄養源であるが，授乳婦の鷹行食をみると，娼婦食と同様飯と汁  

の量を増すだけで，母乳分泌に関係のある成分が不足している現状である（第6表）．  

こうした授乳期の   

栄養摂取は，農村の   

ように家族数が多け   

れば，特定な者だけ   

特別な栄養食をとる   

ことはむずかしく，   

ことに封建的家族制  

度における女の地位で  

第6表 授乳期慣行食の栄養摂取量（1人1日）  

＿・－ －‥－－  

備考…・蛋白質98ダ中動物性蛋白質ほ15グ  

は，姫婦食と同様嫁だけ特別食をとることは不可能である．   

これが都市生活者のように，家族構成が夫婦単位となり，授乳婦自身に経済の実権がにぎら  

れるようになると，栄養知識さえあれば自分の意志で自由に栄養食品を購入出来るので合理的  

な栄養摂取ができるようになる．乳児死亡率が僻地A地帯程，高率な理由としてあげられる1  

つにこうした地帯ほ都市生活者のように家計を自分で支配できず，自由に栄養食品も購入出来  

ないことが，幾分影響しているように思われる．A地帯の婦人労働は後述するが，他の地域に  

比較して非常にきびしく，低栄養と過労から母乳分泌の不足を訴える婦人が，かなり多いとい  

うことも注目すべき問題である．さらに乳児への授乳は，乳児を中心にした授乳時間のきまり  

ではなく，母親の労働時間の都合のよい時に与えるという現状である．すなわち授乳時間が労  

第7表 幼 児 の 消 化 率  

消化N（ダ）l吸収率須尿中（タ％）   地   域l食物 内 容 岳食中N（ダ）  便中N（ダ）  
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働条件に支配され，夜間の曙乳回数がまし，この期詞の発育は停滞するのが常である．   

乳児後半期になると，乳児ほ母乳以外の食物を要求してくる．母乳とし 

に移行するのであるが，離乳食を購入する経済的条件や，日々の農業労働のため離乳食を作る人  

間のないA地帯の婦人たちは，離乳食を経ないですぐ普通食を与えるのが一般的傾向である・   

したがってその地区の普通食が，離乳食とどのような閑旅があるかによって，いろいろと問  

題が生じてくる．A地区の主食をなす稗の消化試験を，幼児を対象に行ったのが第7表で，人  

工的に行ったのが第8表である．これでみてもわかるように稗ほ白米に比較して非常に吸収率  

が悪い．そこで母乳から普通食に移るのにほ相当の期間を必要とするのである．  

第8表 人 工 消 化 試 験  

7
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O
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l
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つ
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亡
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O
 
O
 
O
 
 

備考……メェ消化試験の方法は，試料10gノ25％塩酸Z∝し水100比′ペプシン0・1gを加え′  

37℃でZ4時間おいた後，濾過し，1部をとってNを定量した・  

第9表 A地区離乳食の状況  その1  

他l家族構成」敬業j子供数】授乳期間j 離乳食を作らない理由  

l
 
 

子供が特別病気もしない  

し弱そうでもないので作  

る必要なし  

保健婦の揖導もうけたが  

めんどうくさいと思った  

大人と同じもの  

主食一稗，麦，米  
（5：・ヰ：1）  

副食一味唱汁（フキ，  
ミズノ キノコ）   

野菜の油いためノ甘酒  

農 業3人  Z才迄‥・1人  

3才迄‥・1人  

8人  

【授乳中…1人  

農；業≒ j人  

慧隻【芸芸臥重湯′ミソ汁、  
農 業6人   

選聖二ニュA」   
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仙‡  家族構成  

9人．  

●
 
 
 

職
 
 

子供数j授乳期間【 いかなるも  離乳食を作らない理由  

農 業声 5人「Z才頃迄  米がゆ  忙がしくて作るひまなし  

し   

口
え
に
 
目
時
（
化
く
 
人
与
子
1
4
 
消
吐
 
 

栄養を  
た
ほ
6
間
1
不
 
 

牛乳  

ノ
き
）
で
 
 

回
お
合
良
 
 
 

10ナ月頃より小茶わんで  

1杯位ずつ甘酒を飲ませ  

る  

多忙のため  

1年頃より粥，細かに刻  

んだ野菜類を与える  

4才迄…1人L大人と同じもの  ∈忙しくて作るひまんない  

2才迄…1人臣主食一稗，麦  
副食－ミソ汁  

（フキ′葉菜坊）  
6才迄…1人  

二∴  

－ ・ 
－一   

倍迄…1人掛諾（山菜）  

農 業  多忙のため  

炭
 
蚕
 
 

製
 
養
 
 
 

／
l
・
・
・
・
l
l
 
 

Z才迄…3人  健康に育つため  

作る必要なし  

大メと同じ  

主食一稗′ 麦′米  

副食一味曙汁、漬物ノ  

卵，牛乳  

第9表 A地区離乳食の状況  そのZ  

備  考  間  食】子供の健康状態  母体の健康状態  

飯  煩  

時々お傘を与え  

て自由に購入さ  

せる  

普  通  

生  歯 8ケ月  

妊娠中だるい′幾分疲れる  

店で買った菓子  

を時々与える  
普   通  芦妊娠中少しだるいノ  

時々風邪をひく  臣産前ほ生れる直前まで普通  

と変りなく働き産後ほZ～  

3日如こついて畑に出るの  

は30日後  

産後米の飯を食べ  

る，  

魚  油′  

すっぱい物ほさけ  

る  

かんざらし  

（米粉）  

麦粉にて団子  

普  通  

生  歯 8ケ月  

歩行開始 3才  

産後1日  

5食とする   
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備  考   

油 も の  

魚，キノコほ食べ  

ない   

食事は普通と同じ  

母体の健康状態  食【子供の健康状態  

産後1週間ほ床についた  良  好  

菓 子  
小麦粉にてパン  

乳の出が余り良くない，  

生れる直前まで助く，産後  

は1週間床につく′1ケ月  

後畑に出る  

良  好  

5番目の子は3年連続で健  

康優良児  

産後1週間休養，  

30日後畑に出る  

8！  
産後7日休養  飯  類  

時々10円を与え  

て菓子を購入  

良  

生  歯 6ケ月′  

歩  行1年  

l   産後12日目で畑に出た，  

生れるまで効く  

普
 
 

時々10円を与え  

て菓子を購入  

飯  類  

通  

産  後 1ケ月休養  ツト 

】良 好  

生れる前まで勘く，  

産後7日休養ノ  

ZO日日から畑仕事にでる  

月
年
 
 
 

ケ
．
4
 
 

人
U
 
－
 
 
 

好
歯
行
 
 

良
生
歩
 
 

於 岩手県下閉伊那岩泉町有芸  

現地の調査で稗飯は何才頃から適応するかという間に対して，育児経験者達ほぅ才頃からと  

言っている．A地区の代表として下閉伊郡有芸地域の離乳食の状況を調査したのが第9表であ  

るが，授乳期間が平均Z才～3才まゼになっているのは，そのためでほないだろうか（第9  

蓑）．  

（3）学童期における慣行食   

学童期の栄養摂取量は第10表のとおりである．前述した慣行食と同様，B地帯は低蛋白食事  

となっており，さら、に問題になるのほ，学童の昼食のべんとうである（第10表）・   

稗飯ほ冷めるとボロボロになるので，携帯用には不適当なことと，稗飯をもってくるのが・  

ほずかしいというので，この地帯の学童ほぺんとうをもってこないのが70％以上あるのがふつ  

うである．またもらてきている学童のべんとうの内容は，稗飯に塩をふりかけてくるもの，生  

みそや山菜の漬物を副食にしてくるものが大部分で，塩魚や卵をもってくるものは部落の上層   
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身体の発育停止のみならず，一部ほ疾病準鰐状態という言葉が当てはまる状態におかれている・  

第1Z表は乳児死亡と栄養状態を示したものであり，第13表は低蛋白症状としておこる脂肪肝の  

年令別羅患状態を示したもので，この地帯の栄養が，いかに発育期の子供たちに不合理である  

かがわかる．  

第1Z衰 乳児死亡と栄養状腰の相関表   

於 岩手県岩手町   

第13表 A地区年令別有症者（％）  さらに我々ほ蛋白質摂取量やビタミソ摂取の良否  

を判定するために毛髪中シスチソ含量と暗調応テス  

ト1）を組み合わせて，へき地児童の健康判定2）を行  

ったところ高蛋白食地帯のシスチソ含量が15g％に  

対し，この地帯は10タ％という低い値を示Lた．ま  

た暗調応テストによりビタミソの潜在性栄養疾患を  

判定したところ，はとんどが有症老であった（第14  

表）．暗調応ほビタミソが不足すると，光源のしば  

りを多く開いて光を多くいれないと見えないので，  

口 角 炎  

0  

0  

ZO．0  

40．Z  

Z3．O  

Z5．0  

月旨 肪 肝  年令  

冒竜  2  

5 】  50・0  

第14表 地帯別体位，毛髪中，Cystine尿中成分および暗調応測定結果  

尿中Creatininelダ当りの換算値  卜暗 調 応  毛髪中  
Cystine※   

（％）  N（g）岳p（呼）ls（呼）優性常」誓言霊華⊆（m）騨  （Cm）l （k9）  

‥ニニニ＿二：．  
11（i．3／  21．9  9．1J 3．8  

≡′；3：「±：：；…  

121．OI Z4．1  

±3・1ま 士1・77 土1・06  

三三∴  
3・X※レンズの絞りの直径  

Z～3正常  

4～5やや不良  

6以上不良  

8才男児学童  

値  1・ヰ～15％  

註1・対 象   

2・※正常  

1）Koyanagi，T＆Takanohashi，T．：Effect of Ascorbic Acid′Vitamin B and Milk on   
the Dark Adaptation．TohokuJ．E xper．Med，77，367（1962）  

2）38年度文部省科学研究費による各個研究報告集銀・文部省ノ（196・牛）・   
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2～3以上となると，不足症状とみなすのである．   

以上慣行食と健康状態の相関を検討してみると，早急に解決しなければならない問題が山横  

している．最近カナダのトロントの大学のベスト博士は，成人病対策は乳幼児食の改善からと  

いう意味のことをのべている．すなわち「ネズミを若い時，コリソ不足の飼料で飼ってしまう  

と，そのあとよい飼料で飼っても親ネズミになった時，突然高血圧になる」ということである・  

この1例から考えても，いかに発育食の占める位置ほ重要性をもつかがわかると思う．このよ  

うに小児の栄養摂取の良否は単に体位増加という方向のみでなく，精神発育や成人病にまでも  

深い関係があると言われているので，その対策を急ぐべきである．   

C 健康を規制する諸要件   

これらの栄養学，保健行政とほ無関係のごとく農山村にほ幾多の問題が潜在している．育児  

環境ほ次第に改善されてきているとほいえ，社会文化的にも医療にも隔絶され，さらに経済的  

貧困1），古い封建的な家族制度が支配しており，乳幼児の発育，栄養状態，ひいてほ羅病，死  

亡率などに大きな重圧となっている．これらの実態をも把握し，それらの解決のために努力す  

ることが，われわれの重大な課題と考える．  

（1）経済的条件   

第15表ほ稗食地帯のエンゲル係数および，食糧構成比をみたのであるが，他の地域に比較し  

てエソゲノL係数が高く，主食依存の率が非常に高く乳卵魚肉の占める割合の僅少な食物構成ほ  

生活の困窮度を如実に表現していると思う．   

こうした家計のために，魚代にむけるお金ほ僅少なもので，都市部の1ケ月分の魚代とA地  

帯の1年分の魚代が，ほぼ等しいことからも，いかに家計費の中で占める魚代が少ないかがわ  

かる．   

良質蛋白質源ほその大部分が購入食品であるため，その家計構造が反映するのである．した  

がって動物性食品確保以前に，この地域の経済の安定の対策も必要である，魚肉卵の占める割  

合が盛岡市に比較して6分の1になってるということほ問題であり，へき地の食物摂取構造が  

如実にこの裏に現われているといっても過言でほないと思う．  

第15表 食費からみた魚肉卵の占める割合   

料
 
 
 

一
 
 
山
味
 
 
 

叫
調
 
 

食   量   構   成   比  エン／ケざル   

係  数  

対 象 地 域  

岩手県農Ll1村平均  

上  

A 稗 食 地 帯中  

下  

主  食 F 魚肉卵 一野菜・海藻  外  食  

1
4
¶
1
6
8
1
Z
 
 

63・3】   13・0」  8・0  

D盛岡市平均j 39・9  31．0】   18．6   1Z．51  ヰ．0   

岩手の山村へき地においては，貧困な家計のため，魚を家族全員の分購入できない場合，そ  

の分配のきめ手になるのは，家計の維持者叉ほその長男に栄養食品が与えられる傾向がみられ  

た．わが国の食物摂取体系の中で，男飯，女飯の慣行2）があったことは早くから問題になって  

1）岩手県の農家生計費調査結果概要・岩手県農業協同組合中央会（1965）・  

Z）贋紫テル‥男飯・女飯慣行の栄養的研究ノ日本家政学会誌，12ノ9，（1561）   
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いた．この慣行ほ封建的な時代に成立したもので，交通文化の途絶した地方に多く，文化度の  

高い地域ほど姿をけしている．現在はほとんどなくなっているが，僻地にはまだ幾分その慣行  

が残っており，その対象食品は購入食品の負か，現金化されやすい乳卵類になっている．   

今その地帯の男女別体位をみると第16表のとおりであり，女児の体位の劣っているのがわか  

る．  

第16義 男飯・女飯慣行地帯の男女別児童の発育状態（標準を100としての指数）  

元二4▼T】Ⅳ扁「 99・9  慣  行  

食地帯  97．2 r   9（i・5  

101 101 

101 101  

101 102 

lOl101  食地帯 女  

（1959年調査）  

（勿 婦人の労働条件   

育児に専念できない農山村婦人ほ，子供の授乳時間や，離乳食を調理する時間に必要性を感  

じても，生産労働が優先してどうにもできない現状である．保育にむけられる時間を地帯別1）  

にみると第17表のとおりである．   

或僻地を調査した場合部落の括導者が次の 分  

ようにのべた．「この地帯の乳児ほ母親が家  

から遠く離れた田畑に行くため，授乳時間ほ  
600  

全く不規則でひどいのになると昼と夜をとり  
う00  

かえている状態のものもある．又離乳は次の  
400  

子供が生れるまで母乳中心で，離乳食を作る ∋叩  

時間がないので，その後ほいきなり稗食に移  

るので，この時弱い子は死ぬし，そこを切り  

抜けた子ほ育つと昔から言われている」   

このような事ほ，都市の家庭婦人のように  

保健所や医師の拾導をうけながら，育児に専  

念できる婦人たちには考えられない問題であ  

6  7  8▲ 9 10 11  1 2  う  4  う  

第1図 集家婦人の家事時間の消長と子供の子供の  
事故死との相聞表  

A 家事時間  

B 子供の事故死  

る．時間をかけずにできるインスタソト的離乳食の普及と，それを購入する経済力の増強をま  

ず考えなければならない．   

文子供の事故死は，生産労働のため多くとられ，家事時間の減少する5～6月，10月に多く  
発生している（第1図）．   

その原因を易るといずれも忙しいため，子供のみ放置しておいたためにおこるものが多い．  

次に多いのは母親の過労から生ずる睡眠中の乳房による圧死である．乳房は幼い生命がすがり  

つく唯一の糧であるのに，これによって生命を断つという不幸ほほかにあるだろうかと，岩手  

1）鷹紫テル：婦人労励構成が健康生活および育児に及ぼす影響について′岩手県教育委員会（19糾）   
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第17表 地帯別生活時間構造と消費，熱量及び摂取熱量  

C  

漁村 婦人  

D  

塑車重△  

平  日  

地帯別  

平 日 い忙 日  項  目  鼻 閑1鼻 繁農 閑棋聖 繁  

摂取 エネルギー  

二∴∴：；三  

Z′Z4ヰZノ094  

消費 エネルギーとの差  ＋137  

（）内数字ほ1日し・何0分を100としての％  

医大の石川氏はのべている．  

（3）そ の 他   

以上の問題の他に，交通条件や医療からとり残され，育児知識の貧困，間引の風習1），古い  

家族制度の劣悪な生活環境下におかれていることも考えなければならない．   

文一方において宗教上からの食物禁忌思想2）や，姫産婦に対する禁忌食品等の慣行ほ，今な  

お厳守されて，乏しい食品の中から，更に制限して摂取している現状である．   

次の調査さ）ほ岩手医大衛生検査部の農村保健班の学生たちの調査であるが，この悲惨な事実  

ほ，以上のべたような条件が重なりあって，常に幼い生命の上に重圧になってるのではないだ  

ろうか．  

1）森嘉兵衛：明治初年における岩手県の育児制度′社会経済史学′4，74（19封）．  

Z）鷹嘗テル：近代食生活への道′熊谷印刷出版敵45（1958）．  

3）岩手医大衛生検査部・農村保健班＝子供達をもっと大事にそして辛にノ岩手の保健ノ48，48（1957）．   
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第18表に出産数と死亡数で，ひどいのになると10人生まれて1人しか生存し 

その死因が第19表に示したとおりで，いろいろな問題を暗示しているように思われる・  

第18表 僻地の出産に対する死亡割合   第19表 僻地帯の出産数と死亡原因の例  

調査対象一生産数上陸叫  死  亡  原  因  

死 亡  生後6ケ月  

死 亡 ′同   上  

死 亡  生後1ケ月  

死 亡 10才  赤痢  

死 亡  8才  J／  

死 亡  Z才  肺炎  

死 亡 生後1．5ケ月  

0
 
 

2
 
3
 
4
 
～
6
 
7
 
8
 
9
 
1
 
 

l
 
 

例
 
 

：言  

生検1・5ケ月   

3才  下痢  

l
 
つ
ム
 
3
 
4
 
5
 
∠
U
 
 

農家においてほ，とかく農業生  

産に追われて，家事労働や育児の  

時間が，後廻しになる傾向が強い  

ように思われる．人間の生命が軽  

視されているような悲惨な問題に  

瀕するとき，これらを規制する有  

機的な諸因子と対決して，その対  

策を考えなければならないと痛感  

する．この間題ほ他にも山積して  

いるが，今後の研究課題としたい．  

3才  下痢  

Z才  風邪  

4才  日射病  

死 亡  

死 亡  

死 亡  

健 在  

健 在  

健 在  

Ⅲ 改善食の提案   

以上の調査結果からA地区の慣行食ほ稗を中心とした食物構成であり，家計の貧困から購入  

食品である動物性食品のとり方が少く，乳卵魚類に共存する脂肪やビタミソAおよびB2も不  

足している現状である．さらに稗やその他の穀類匿はフィチソが多く含まれ・カルシウム，リ  

ソ等の吸収を妨げている．またみそ汁と漬物の慣行食ほ，おのずから高食塩食事となり・この  

ためにおこる高塩食によるストレスも見逃すことができない．これらの問題が影響し合って・  

発育不良や低蛋白症状がみられることは注目すべき問題で，地域的条件を加味した実際的な対  

策を，緊急に考えなければならない．   

現在各方面において離乳食や発育食の研究は盛んに行われているが，こうした低蛋白地域等  

の，特殊地域における臨床的な実験報告はあまりなされていないように思われる・  

1 改善食提案の立脚点   

その改善施策も今の段階としては，農業生産を高めて収入をあげない限り，発育食に適さな  

いからといって，新しい購入食品に切りかえることは，経済的に困難である・原理的に必要だ   
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というだけでほ，実現の困難な地帯であるだけに実際に実行し得るためには，出来るだけ経済  

的に行う必要があり，そのためには今までの慣行食品を充分に活用して，栄養学的に検討を加  

え，その利用方法を再検討し，補完食品の研究を行う必要がある．   

叉この地帯は僻地なるが故に，食物材料が制限され，そのために低蛋白食となり，それが誘  

因となっていろいろな栄養障害をおこしているのである．森教授の論文1）によれば僻地は初め  

からあるのではなく，近代になって政治経済政策の貧困によって生れたとされている．とすれ  

ばこうした地帯の栄養対策ほ，各家庭の食糧経済事情の改善にのみまたず，政治的にも根本的  

に僻地の社会福祉政策を強化すべきである．   

特にこうした後進地域の発育期の栄養食品ほ，国や県が確保して配給し，貧富の差なく人間  

の健康を維持増進する，最低栄養要求量は平等に配分されるべきだと岩手医大若生教授ほのべ  

ている－すなわち乳幼児の栄養は，人間の将来の健康を左右し，成長してからの成人病の発生  

の誘因ともなり，又知能発育にも影響するといわれている．そこで栄養は教育の前に確保しな  

ければならないので，乳幼児の栄養ほ教育と同じように義務制にすべきだと，義務栄養の実施  

を力説している．   

すべて改善の方法には個々の意志により，その方法を産み出す方法と，制度化して全体的に  

改善していく場合と2つの方法があると思う．掛こ僻地の場合経済的にも知識の面でも貧困で  

あるから後者の制度化して行う方法が適当と思われる．現に岩手県においては，こうした方法  

によって姫産婦の栄養対策や乳児死亡ゼロを日ざしている市町村があるが，すはらしい効果を  

あげているのである．現在文部省は昭和42年度から学校給食を制度化して，児童の鮭康増進を  

はかることを発表しているが，こうした角度から改善対策ほ今後更に強化する必要があると思  

う．   

一方において農業技術の進歩に伴い，高冷地にも稲作が行われるようになってき五．叉稗爵  

を採草地に切換え酪農経営に移行する農家も多くなってきたことは，よろこばしいことであ  

る・ところが牛乳を家族が充分飲用するのではなく，これを現金化して白米の購入や，生活費  

にあてる傾向が強くなったために，又新しい栄養障害がおきてきている，   

すなわち稗食から白米食に移行した場合の長所は，乳幼児の場合蛋白質の吸収率が，非常に  

よくなったという点である．稗は蛋白質の消化率が50％前後なのに，白米でほ糾％であるか  

ら身体全体の成長率に影響し健康上に各種の変化がみられる．しかし主食の稗を白米にかえる  

と，稗に多く含まれていたビタミソB類が不足し，その欠乏症として口角炎等が出現してくる．  

このような主食構造の変化した地帯の学童の口角炎曜患率を調べたところ．戦前稗を多食して  

いた頃は0％であったのに対し，白米が入るようになってきた1944年ほ14％，1962年27％，現  

在は30～45％と上昇していることからも証明できると思う．   

そこで稗食地帯において，主食構造が変化していく場合ほ，その変化に対応して副食の配合  

を検討し，各栄養素のバランスに常に配意しなければならないと思う■部分的な改善は新い、  

栄養障害が出る可能性があるので注意する必要がある．  

以下改善食に対する具体的な方法濫ついて，前述した立脚点にもとづいてのべてみたいと軍  

冠∵  

1）森義兵衛：南部地方における鉄産業の展開，日本書籍株式去杜（1965） 
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2 良質蛋白質の充足   

この地帯の栄養改善の基本問題ほ， 

高木氏1）はよい蛋白質をとる民族ほ栄え，蛋白質の摂取方式ほ民族発展の運命と関係がある  

とのぺている．すなわち欧米人ほ小麦に肉わ蛋白質を組み合わせ，北欧人ほじやがいもに肉や  

乳製品を組み合わせ七P．S2）（蛋白価）を高あている．しかし，今の食生活ができ上るまで  

には，貧しい生活のため充分な蛋白質が確保できず，長い栄養失調の歴史がくり返されたので  

ある．   

（1）稗食に対する蛋白質性食品の補足の効果   

東洋民族は米という小麦よりもP．Sの高い食物をもっていたため，あまり副食としての蛋白  

質の問題は重要視されなかった．米のP．Sが小麦程度だったならば，日本の食生活は大部ち  

がっていたと思う．  

第20表 ビタミンA・C・B望・B群および牛乳の順に与えた場合の暗調変化  
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均  6．1 【  6．1  4・8  

備考 値ほ光神計のしぼりの大きさで正常値……Zm  

1）高木和男：米とたまごの組み合せ′食ノ13，（1965）・  

2）PS（ProteinScore）蛋白質の良否を決定する数字で，その食品の制限因子となるアミノ酸が理想   
型の数値の何割に当るかを出した数値   
米＝………… …7Z  小麦…………・、‥ 47  稗……………… 70  じやがいも■‥…56   
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稗食の場合もこれに良質の蛋白質を組み合わせれば，稗の中にある栄養素も吸収が良好にな  

り，P・Sも高まるという点で二重の効果が期待される．   

筆者らはへき地の栄養改善1）を行うため，第ZO表のとおりのビタミソを与えて，暗調応テス  

トを行いその効果をみたが調査対象児∧わ．7，19，ZOの学童は生活保護家庭で極度に蛋白質が  

不足しているためビタミソをいくら与えても，正常値にならなかったが，牛乳1日Z合ずつ与  

えるようになってから急速に回復した．   

このことからもすべての栄養素の吸収利用や保持に，いかに良質蛋白質が関係しているかが  

わかり，まず先に蛋白質を充足してから，ビタミソや無機質の問題を考えるべきである．  

叉穀類のリソの吸収をみても，良質蛋  

白質のアルブミン添加によって，その吸  
第Zl＼表 アルブミン増加による燐の吸収率の変化  

吸収率 収が高まることを認めた．2）すなわち穀  区 別l  飼  料  配  合  

類のリソだけの場合はフィチソのため吸  
白米十アルブミン  0％  

J／十 l／  3％  

／／＋ J／  6％   

′／＋ ／／  12％  

4区＋Ⅴ・DlOOI・Uメチオン0・2％  

13．8％   1  

2  

3  

4  

5  

15．3 収を阻害されているが，蛋白質によって  

31．8 フィチンの分解酸素フィクーゼが腸内に  

35・8 できて，フィチソを分解するので吸収が  

38・8 よくなるのである（第Zl表）．  

（2）蛋白質摂取周期と暗食の平常食化   

次ほ蛋白質のとり方の周期であるが，発育期には毎食良質蛋白質を充実するのが理想的であ  

るのにそのようにとられていないのが現状である．一般的には晴食の日には，魚や海草を購入  

し，大豆から豆腐をつくり，仕事を休んで家族そろって栄養食をとったので，動物性および蛋  

白質も平常の3～4倍の摂取量であった．我々は稗とみその食事に煮干粉を毎日と，同じ量を  

隔日に与えてネズミの発育試験を行ったが，毎日の区がよい結果を示し，大豆粉でも毎日与え  

た方が，ほるかによかったことから，晴  

食の平常食化を提唱している（第2Z表）．  
第ZZ表 蛋白質同期と増加体重  

体 重（タ）  

∴・∴二∴‥∴二  初体重」終体重l増加量  

とるよりも，少くでも計画的に毎日動物  

蛋自性食品をとってほしいということで  

ある．平常食と晴食の栄養価対比表2ノに  

ついてほ先に発表してあるので参照され  

たい．  
各区6頭，4週間飼育  

（3）学校給食による蛋白質補完の効果と留意点   

学校給食の完全実施も又早急に蛋白質を補給する上に適切な対策である．へき他の貧困性ほ  

一朝一夕にほどうにもできない現状にあるこ。とほ周知のとおりである．しかし子供たちはどん  

どん成長していくことを考えると早くその対策を考えなければならないのである．市町村で乳  

1）小柳・鷹嘗：暗調応に及ぼすアスコルビン酸および牛乳の影響，ビタミソB類′栄養と食糧′15，  

183（196Z）・  

2）小柳・鷹紫他‥米の燐の利用に関する研究，栄養と食糧，17′55（19糾）・  

3）鷹鍔テル：慣行食と健康の相関関係の研究，岩手大学学芸学部研究年報′16′30（1960）・   
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幼児保健対策の費用を保健行政の中にとりあげているところもあるが，ほんの僅かな例である・  

そこで発達段階からみて時期的にほおくれるが，早急にどの子供たちにも実施可能の道が開け  

ているのは学校給食である．家庭の食事の改善と平行して，まずこの給食の完全実施にとりく  

みたいものである．   

岩手のへき地にも我々の調査結果から，文部省学校給食課の配意によって，ミルクの無償給  

食が実施されつつあることは，よろこばしいことである．ただここで注意することほ脂肪摂取  

の少い地帯に脱脂ミルク給食だけでほ，良質蛋白質の点は解決しても，脂肪の不足は解決しな  

いということである．第Z3表に示した通り脱脂粉乳で自ネズミを長期飼育したところ，皮ふ病  

が多く発生した．そこで飼料中のリノール酸を計算すると，必要量に対し不足していることが  

わかったので，リノール酸補給のために大豆油を増したところ，皮膚炎は軽減した・  

以上のことから脱脂ミルク給食の場合  

ほ，脂肪や脂肪性ビタミソの摂取に努力  

しなければならないと思う．   

学校給食の効果を毛髪中シスチソ含量  

の分析によって判定したところ，次のよ  

うな結果が宿られた．給食前と給食後の  

シスチソ含量に，明らかにその効果が認  

第23表 ラッテの飼料別皮ふ病発生状態  

区叫  飼 料 配 合  L発生率  
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1白米＋大豆蛋白 5％  
L  

z  ′′  5％  

3  1／   15％  

4  白米＋脱脂粉乳30％  

められたのである（第Z4表）．  

第2ヰ表 学校給食による毛髪中シスチン含量の上昇  またへき地帯の幼児に1年  

間毎日最初1合ずつ，その後  

2合ずつ牛乳を与えて，毛髪  

中のシステン含量をみたのが  

第Z5表であり，その上昇して  

いく状態がよくわかる．その  

他学童に対しても牛乳を与え  

てその効果をみたが，その効  

果1）】2）にみるべきものがあっ  

た．   
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筆者らほこうした地帯の蛋白質確保のために，乳幼児1人に鶏1羽道場を提唱しているが，  

卵は現金化率が高いため，なかなか実行されない現状である・又研究対象部落には山羊乳の導  

入をよびかけ，小家畜を中心とした自給計画対策とともにその栄養学的利用を指導＄）している．   

3 慣行食品の利用形態の研究   

大豆・稗・麦ほ二年三作として作られ，この地帯の代表的な慣行食品である．ただ現在の利  

用形態でほ，非常に不消化で，セソイの消化酵素が不充分な年令には不適当である．そこでこ  

1）′ト柳・鷹紫‥ビタミソAおよび動物蛋白質摂取に影響される毛髪中シスチソ含量・栄養と食糧・  

15ノ459（1963）・  
Z）同  上：へき地学童の毛髪中シスチソ含量，暗調応およびクレアチソ排泄に及ぼすメチニオン服   

用あるいは牛乳飲用の影響・栄養と食糧・17ノ351（1965）・  
3）同  上：やぎ乳チーズの製造とこれによる農村食の栄養改善・栄養と食糧・11ノ3ヰ7（1959）・   
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第Z5表 僻地帯の栄養改善とその効果判定  

対象 乳幼児50名  

れを易消化食として，また稗の成分の吸収を阻害しているフィチソを破壊するような形態を考  

えてみた．  

（1）ドン稗（PuffedJapanese barnyardmilled）   

稗の消化吸収についてほ前述したとおりで，その吸収をよくするため自干稗をドン稗にして  

従来の稗飯を対照区として白米飯の3区にわけて，幼シ／ロネズミを飼育した結果の成績ほ第26  

表のとおりである．   

これによると従来の稗飯は，最初体重が減少し稗に適応する時期から消化吸収がよくなって  

体重も増加する・発育食としてほこの1～2遇のところが問題で，ドン稗にすると，体重の減  

少がなく白米と同じような発育曲線ですすむので合理的である．   

なおドン稗の長所はインスタソト的食品で，加熱することなく，牛乳又はみそ汁の中に入れ  

てすぐ食用に供することができるので，調理時間の節約にもなる．この製法は稗●そば・大豆  

●米等皆応用でき，へき地帯の易消化食として又，インスタント食品として利用値価が高く，  

将来性のある食品である．  

第Z6表ドン稗の栄養価試験成績  

区の特徴  
ヽ
一
ノ
 
 

週
は
 
 

骨灰∴分  
（％）  

4
 

．
 

－
．
ヽ
〕
2
 
 

5
 
 
 

＋
 
 

1】白  米【  53．4  

2 … 稗  50．7  

54．6  
＋ 3   

67．6  
＋16．0  

3ド ン稗1  51．6  

（2）稗こうじの栄養価   

又こうじを使用した稗の甘酒等にすると，こうじ歯によってフィチソが分解されるためか，  

カルシウムやリソの吸収がよくなり，化骨1）が促進された．昔から甘酒は娠婦の母乳分泌にき  

くと言われ，又離乳食として良好であると言われていたが，こうじ菌の栄養効果が，筆者らの  

研究によって実証された・稗こうじを利用した食物の研究を今後さらにすすめたい．  

（3）大豆製品の利用   

大豆の栄養価についてほ，すでにラッチの長期飼育をとおして発表2）したが，さらにマウス  

1）小柳・贋鍔他‥シロネズミの発育並びに化骨に及ぼす米こうじの影響．栄養と食糧14′Z97（1961）  

Z）鷹肇他：大豆による白米食改善の研究・岩手大学学芸学部食物科研究室・（1964）．   
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の肝臓蛋白質の再生試験▲）によって，大豆製品としての納豆が高く評価された．すなわちマウ  

スが絶食すると肝臓細胞内の蛋白ほ急激に減少し，これに各種の飼料を与えると，肝臓蛋白量  

ほ再生するが，このとき飼料中の蛋白質の種項によって，その再生速度が異ってくる・それ放  

この方法によって食品の蛋白質の栄養価値の判定ができるので，この方法で行った・   

大豆そのものは発育食として不消化であるが，納豆にすると，その蛋白効率が高まるので，  

干納豆ペーーストの形にして，保存食形態にしておいて利用すれば，な莱合理的である・   

ただここで問題になるのほ，納豆や甘酒をネズミの飼料として使用した場合，体毛中のシス  

チソ含量が減少するということである．このことは納豆菌やこうじ菌が大豆中の含硫アミノ酸  

メチオニンやシスチソを破壊するため，不足するのではないかと言われている．その場合飼料  

中にメチオニンを添加すると，体毛中のシスチソ減少ほみられなかったことから，こうした配  

意が必要であると考えられる．   

その他稗食に対する栄食補足試験についてほ，すでに発表2）してあるので参照されたい．岩  

手医大着生教授ほ，豆こうじの研究や，牛乳アレルギーの子供のために大豆乳の研究をすすめ  

ておられるが，今後大豆の食用利用形態の研究は経済的な蛋白摂取という点と，常に家庭に常  

備できる唯一の蛋白源という意味から重要なことであると思う．   

へき地帯の平常食の献立の中に，もっともっと大豆利用の料理を奨励したいものである．   

4 慣行食に対する海草の強化   

冬期のA地帯の食物摂取は，大豆製品や大根やキャベツ等の淡色野菜に依存する焼向が強い．  

ところが大豆および十字科植物の大根やキャベツの中には，ヨードの吸収を阻害する物質があ  

ることが認められていたが，我々が大豆を飼料にして飼育したシロネズミの甲状腺も非常に肥  

大した（第Z7表）．特に氷豆腐区の甲状腺が肥大し甲状腺中のヨード含量が減少することが認  

められた．5区ほ理想的な配合で大豆にヨードを添加したところ，甲状腺も肥大せず，ヨード  

含量が一番多かったところから，ヨードを多合する海草の強化がA地帯程必要と考えられる．  

森教授所蔵の古文書の中に県北の山間地方で海草メノコを購入したという文献があることから  

この地帯の住民ほ昔から海草の重要性を認めていたと推察される．ただ一般住民が充分摂取す  

るだけの購入力がないため，甲状腺肥大者や，発育不良の老が多かったのでほないかと考えら  

れる．  

第Z7表 大豆の利用とヨード代謝の実験  

区別と主なる飼料【増そ甥重弓甲状幣重さ庸震鵡豊苛謎  
甲状腺中ヨード含量  

（γ）  

5．79  

1．34  

1．74  

4．11  

10．47  

8．47  

15．35  

11．28  

10．0・ヰ  

7．Z4  

大  

冷  

納  

豆
腐
豆
 
 

豆
 
 75．1  14．3   

‾ 

＿．   ∴  ．  

各区 ラッテ6匹の平均  

1）小柳・鷹紫‥肝臓蛋白再生に及ぼす飼料蛋白の影響・栄養と食糧・11ノ349（1959）・  

Z）鷹拷テル：慣行食と健康の相関関係の研究（そのZ）・岩手大学学芸学部研究年報・17ノ45（1960）   
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1日のヨードの消耗量ほ200γ～400γといわれているが，海草等のとり方が少なく，ヨード  

が不足すると，甲状腺から発育ホルモンが充分分泌されないため，小躯の老が多くなる．ヒマ  

ラヤ山麓の住民が世界で一番小躯なのでここでは塩の中にヨードを混入して，全住民にヨード  

の摂取をほかったところ，そのことが解決されたことほ有名な話しである．今までは食塩も比  

較的粗製であったため，ヨードが残存していたが，現在ほ精製されてきたので，食塩に含まれ  

ているヨードが不足してきている．   

5 高食壇食事の専とその改善   

へき地帯の食生活では，飯にみそ汁，漬物という形態が非常に多い．これは長い間の習慣と  

して成りたったものであり，穀類の大食にほ食塩の過剰摂取が平行するのが常である．   

次に示す第Z8表ほ地帯別のみそ汁食塩分濃度であるが，A地帯が一番濃度が高くなっている●  

又漬物の食塩分も炎光光度計によって測定したが，A地帯の食塩分含量が非常に高くなってい  

る（第29表）．  

第28表 各地区みそ汁食塩濃度分布  しかもこの地帯の発育期の食物構成  

がみそ汁と漬物を中心とした献立であ  

ることから，高食塩食事の問題を検討  

しなければならない（第30表）．   

そこで我々ほ高食塩摂取が健康にど  

のような影響を及ばすかを，幼ネズミ  

の飼育試験によって検討を加えてみ  

た．標準食塩濃度ほ1％でこれを基準  

にしてA区とし，調査村の食塩濃度j  

％をB区，改善食を見出すためB区に  

メチオニンとピグミソB類を配合した  

C区の3区で行った結果ほ第31表のと  

おりである．  
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第Z9表 漬物の食塩濃度の地域差（％）  

種  類  A  地  帯  B  地  帯  地  帯  
一 

¶語ユ紆14・45（5・甜～3・蒜  
み そ 潰  8・63（10．50～5．10）  4・0（5・0～3．Z）  

たくあん潰   5・60（6．4′－3・8）  4・90（7・9～1・8）  3・0（9・8′－0・9）  

きゅ う り債】 5・10（7・4～3・5）1 4・00（6．3～2・5）  3・0（5・3～1・7）   

我々の実験でほぅ％の高食塩食事B区が発育も悪く甲状腺も肥大していたことから，大豆や  

十字科植物摂取によるヨード欠乏以外に，高食塩ストレスにより，酸化が促進されて甲状腺ホ  

ルモンの消耗1）も高まることがわかった．  

1）その他寒冷ストレスノⅤ・Aの不足，良質蛋白質の不足によっても甲状腺ホルモンの要求が高まる・   
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第30義 隆村の食塩摂取量内訳  

内  

み  そ  漬  物 岳 醤  油  

無水物100ダに  

対する食塩濃度  

訳  

食 塩 摂 取 量  
そ
 
 

4．6ダ】  3・7％   例1  Z9．7ダ  

ZZ．O  9．3  

C区にメチオニンとⅤ．B類をA及びB区のZ倍添加したのは高食塩によるストレスのため  

酸化が促進されそのため消耗がおこり，種々の代謝障害がおこるが，これに対しメテオニソが  

あると，それによって生ずる－SH基匿よって，酸化消耗が防がれ，機能が正常の状態にもど  

る結果となることがわかった．さらに塩類代謝を調節するⅤ．B類により，過剰食塩が体外に  

排出されるので，代謝障害ほ軽減されるのである．したがってC区が一番よい結果を示した・  

第31表 食塩濃度別飼育試験結果成蔚  

タチオン肝  
臓100夢中  

肝臓中グル     （刀啓）   

胃中シスチソ  

蛋白100g中（夢）  

血清中の  

塩  分  
1比中（呼）  

甲状腺  

重  量  

尿中塩分  

排拙量  
（7櫛）  

食  塩  

摂取量  
し叩1  

7週間の  

増加体重    しダ1  

飼料配 合  

A基礎 飼 料  

BA＋食塩3％  
ソi  

CB十宕．芸窟  84．1L  8・64 129   

グルタケオソが，体内に充分あれば血中で多く作られると言われているが，B区ほ高塩食の  

ため体内の酸化が高まり，その酸化促進をやわらげるために還元物資が多く消耗しているため  

それを補おうとして肝中のダルクチオンが増加しているのでほないかと考えられる・この間題  

ほ今後ともなお追求したい．   

以上A地帯ほ発育に伴う甲状腺ホルモソの要求以外に慣行食品や高食塩食事および寒冷スト  

レスによる消耗が多いにもかかわらず，ヨードの不足から発育障害や，地方性甲状腺踵ができ  

ているので，まず食塩の摂取を少くし，次に海草や良質性蛋白質の補充を考ぇていただきたい・  

へき地学童のべんとうの副食をみても，殆ど食塩や生ちそ，つけもの，塩魚等であることから  

も早く改善したいものである．  

Ⅴ 結  

以上岩手県を主食構造別に4つの地帯に分類して，慣行食と健康との相関をのべ，さらに稗  

食地帯の発育慣行食と心身の発育状態について，詳細にその間題点を摘出してきた．   

その結果稗食慣行地帯は全般的にみて低蛋白地帯であり，その栄養障害として発育の低下等，  

躍病や死亡率，毛髪中のシスチソ含量の低下等が，他地域に比較して非常に多いことが判明し  

た．   

その要因を検討したところ，風土的条件の制約をうけて，発育期の乳児にとって消化の悪い  

稗食に依存し，さらに経済的貧困から発育栄養にかかすことのできない動物性食品に不足して  

いることが分った．なお過去において宗教的な問題から四足二足の肉類を禁忌している風習や  

封建的家族制度の遺風として，男飯女飯慣行や別鍋慣行等があり，動物蛋白質摂取にいろいろ   
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な形で，影響を与えていたのである．叉穀類依存の食生活ほ自ら漬物とみそ汁の組み合わせと  

なり，高食塩食事による栄養障害も多くみられた．この地域の生産食品である大豆製品や，十  

字科植物である大根やキャベツに依存する食生活ほ，地方性甲状腺腫の誘因となり，幾重にも  

重なりあって発育期に障害を与えていることが判明した．   

わが国の乳児死亡率ほ世界各国の首位にあり，岩手県の稗食地帯ほ全国平均をほるかに上廻  

り，約10年のおくれをとっていると言われている，   

都市部中心の離乳食や姫産婦食の理想的パターンがいくら提案されても，それを実践するた  

めの知織や経済力，その他の諸困子が影響しあって，どうにもならない現状である．   

いかなる改善の方法論が提案されても，実施の可能性を前提としなければ，その効果ほ期待  

できないと思う．そこで我々ほ稗食を中心とする低蛋白地帯に焦点をあて，慣行食および健康  

状態の実態調査や，乳幼児対象の稗の消化試験，さらに理想的な発育食を規制する諸国子につ  

いて調査した．その結果問題点を東見し，それに立脚して地域的慣行食品の経済的栄養的な利  

用方法の研究，幼動物試験を行ってその実験結果を参照し対策論を提案した．   

発育期の栄養摂取の良否ほ，単に体重増加のみでなく，精神発育や成人病の発生にまで深い  

関係をもち，人間一生の発育を左右する重大な要因をもっている．乳幼児期に必要な栄養を与  

えないと，その後どんな手当をし，栄養物を補給しても，とりかえしのつかないことになって  

しま．うということである．一方において乳幼児は1秒間も停滞することなく，どんどん成長を  

つづけているので，その対策ほ緊急を要する問題である．   

以上の僻地の慣行食の成立ほ一言にしていえば，僻地的生活構造のもたらした食物摂取構造  

である．しかしその改善ほ僻地的生活構造から生じたものであるだけに，地域住民の自覚を必要  

とすることは言うまでもないが，同時に各種の政治政策によって，その僻地性を解消し，強力  

な社会福祉施設を必要とする．近代の福祉施設ほ個々の所得を中心に考えられているが，地域  

の風土性から生ずる僻地性を解消するためにも適用されるべきこととを痛感するものである．   

以上色々のべてきたが，こうした後進地域の低蛋白食に対する特殊な改善策はあまり研究さ  

れてないので，その解決に数年の月日をついやしたが， 

きたと信ずる．   

終りにのぞみ小児栄養の面で御拒導をいただき文献を引用させていただいた，岩手医大小児  

科若生宏教授，動物飼育試験で御拒導いただいた東北大学小柳達男教授，僻地対策の政策論の  

面で御助言をいただいた岩手大学森嘉兵衛教授に心から感謝の意を表する．なお，実験の面で  

御協力いただいた本学食物科研究室の及川桂子氏に謝意を表する次第である（1965．5．7）．   




